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を
窓で

全患連が
各党要請

高
額
療
養
費

自
己
負
担
額

上
げ
な
い
で

老
人
医
療
有
料
化
も
や
め
よ

　

．
月
．
．
ト
．
八
・
［
か
ら
心
川
さ
れ
て

い
る
第
九
Ｌ
ハ
回
通
常
国
余
で
は
、

一
昭
和
だ
十
Ｌ
年
度
予
算
案
の
審
議
が

一
本
格
化
し
て
い
ま
す
全
患
連
で
は

Ｉ
の
Ｉ
算
竃
の
巾
で
石
洒
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
が
多
い
と
し
て
、
二

川
ニ
ー
凹
‐
に
緊
急
の
国
会
各
党
．
要

績
を
行
い
ま
し
た

　

こ
の
日
の
要
請
に
は
小
林
事
務
局

良
ら
八
人
の
令
患
連
代
人
が
参
川
、

勣
参
巾
院
の
吐
《
労
働
委
Ｄ
会
の
理

事
を
中
心
に
要
請
し
ま
し
た

沓
脱
参
謳
院
議
員
に
要
請
す
る
全
患
連
代
表
（
議
員
会
館
内
で
）

　

な
岫
し
か
内
容
は
①
良
人
医
療
の

有
料
化
を
や
め
る
こ
と
・
し
医
療
保
険

の
高
．
額
療
養
費
白
ｄ
負
担
限
度
額
の

引
き
Ｌ
げ
を
や
め
、
国
民
健
康
保
険

で
も
健
康
保
険
と
同
咲
に
低
所
り
烏

や
ヒ
ト
歳
以
ト
の
と
人
に
つ
い
て
は

一
万
五
千
円
と
し
格
差
を
足
．
止
す
る

こ
と
③
身
体
障
Ｉ
者
福
祉
叫
糾
核

予
防
拡
、
児
碩
福
祉
法
、
精
神
衛
生

以
の
費
用
徴
収
爪
準
額
の
引
き
Ｌ
け

は
や
め
る
こ
と
④
Ｉ
海
の
物
価
ス
ー
マ

イ
ト
を
例
紅
ビ
お
り
実
衝
す
る
こ

と
、
の
四
点
で
す
こ
れ
ら
の
要
求

は
、
所
得
税
減
税
が
八
Ｉ
間
も
据
河

置
か
れ
公
共
料
う
か
次
々
に
引
き
ト

け
ら
れ
て
実
質
的
な
収
入
誠
に
河
し

ん
で
い
る
患
者
が
、
医
療
や
福
祉
厖

果
て
所
り
制
限
や
患
と
負
担
が
強
め

ら
れ
、
毎
‐
の
冶
直
や
生
活
が
い
っ

そ
う
困
難
な
も
の
に
な
る
こ
と
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
す

　

要
請
に
対
し
て
各
廠
員
．

　

一
趣
乙
は
わ
か
っ
か
～
河

如
ご
い
Ｉ

な
ど
と
答
え
、
廠
い
の
巾
に
は
‐

体
的
な
事
例
が
あ
れ
ば
持
っ
て
き
て

ほ
し
い
」
と
積
極
的
に
応
対
す
る
人

も
あ
り
ま
し
心
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高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額

ぎ

昭
和
四
Ｉ
八
汗
の
健
康
保
険
俵
、
囚
民
健
康
保
険
以
な
ど
の
改
．
Ｉ
ら

の
際
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
・
や
養
に
要
し
た
費
用
が
茜
し
く
鳥

ぺ
額
な
と
き
は
高
額
原
養
費
を
支
給
す
る
し
足
め
こ
い
ま
す
新
設

ら
当
初
は
こ
の
額
は
三
万
円
で
し
た
が
、
昭
和
五
ｊ
‐
．
Ｉ
の
健
保
法
改

匹
」
万
万
九
７
　
円
に
引
き
ト
け
ら
れ
ま
し
た
こ
れ
は
、
同
一
医
原

作
機
関
で
支
払
っ
な
‐
ｄ
仙
担
租
勺
万
九
Ｆ
円
を
越
え
た
と
き
ド
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三
万
九
千
円
を
越
え
た
額
が
戻
っ
て
く
る
制
度
で
す
が
、
入
院
と
外

来
は
別
々
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
政
府
は
こ
の
支
給
限
度
額
を
四
月
か

ら
い
っ
き
Ｉ
に
だ
万
一
千
円
に
ま
で
引
き
ト
け
る
こ
と
を
提
案
し
て

お
り
、
令
小
一
連
な
ど
は
呻
良
対
し
て
い
ま
す
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（２）1 982年３月１日かんじゃと医療第ワ５号（第三種郵便物記可）
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－
－

厚
生
省
公
衆
衛
生
局
結
核
成
人
病
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
官
上
居

箕

心
臓
病
８
予
防

　

Λ
循
環
器
疾
患
の
予
防

　
　
　
　
　

１
栄
養
と
運
動
▽

　

循
環
器
疾
患
の
予
防
は
食
事
、

不
規
則
な
生
活
時
間
、
慢
性
的
な

運
動
不
足
、
あ
る
い
は
職
場
で
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
単
に
個
人
の
生

活
習
慣
と
い
う
面
だ
け
で
は
な
く

現
代
社
会
の
生
活
全
体
の
中
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
食
事
は
予
防
の
基
本
－

　

（
食
塩
）
食
塩
は
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
共
通
の
リ
ス
ク
フ

。
ク
タ
ー
で
あ
る
高
血
圧
に
関
係

し
ま
す
。
食
塩
摂
取
量
が
多
く
な

る
ほ
ど
高
血
圧
の
人
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
五
十
五
年
の
栄
養

調
査
で
は
、
日
本
人
の
平
均
塩
分

摂
取
量
は
一
三
・
〇
夕
で
し
た
。

東
北
地
方
は
一
五
八
夕
と
多
く
、

近
畿
は
Ｉ
〇
・
九
夕
と
地
域
の
食

生
活
習
價
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
な
ど

の
調
味
料
か
ら
の
摂
取
か
約
半
分

を
し
め
て
い
ま
す
。
一
日
一
〇
ｙ

以
下
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
　

（
脂
肪
）

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脳
卒
中
の

予
防
に
も
ま
た
心
筋
硬
塞
を
増
加

す
る
因
子
と
し
て
関
保
し
ま
す
。

　

多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
問

題
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
中
で
も
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
過
度
の
脂
肪
摂
取
は
禁
物

で
す
。

　

（
蛋
白
質
）

　

脳
卒
中
と
蛋
白
質
の
関
係
は
ラ

ッ
ト
の
実
験
で
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
（
図
②
）
。
こ
の
ラ
。

ト
は
生
ま
れ
つ
き
脳
卒
中
を
お
こ

す
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
、
色
々

な
食
事
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

促
進
あ
る
い
は
抑
制
す
る
因
子
を

み
つ
け
だ
せ
ま
す
。
我
々
人
間
に

と
っ
て
様
ざ
ま
な
警
告
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と

が
如
何
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

－
運
動
は
現
代
社
会
の
調
味
量
－

　

適
度
な
運
動
は
体
の
代
謝
を
活

発
に
し
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ド

げ
た
り
、
ま
た
肥
満
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

連
動
は
毎
日
継
碗
し
て
行
な
う

の
が
い
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は

な
か
な
か
困
難
で
す
。

　

一
日
一
万
歩
と
よ
く
い
わ
れ
ま

す
。
私
も
正
月
か
ら
一
念
発
起
し

て
厚
生
省
の
八
階
ま
で
歩
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
一
日
中
万
歩
計
を

つ
け
て
も
七
千
五
百
歩
位
で
、
か

な
り
意
図
的
に
歩
か
な
い
と
針
は

一
万
歩
を
示
し
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
一
万
歩
の
消
費
力

ロ
リ
ー
を
計
算
し
ま
し
ょ
う
。
歩

幅
を
七
十
五
″
と
し
ま
す
と
一
万

歩
は
七
千
五
百
｀
で
す
。
一
分
間

に
百
一
と
い
う
は
や
足
で
歩
い
た

と
す
る
と
七
十
五
分
の
運
動
量
で

す
。

　

こ
れ
を
カ
ロ
リ
ー
に
な
お
し
ま

す
と
、
六
百
六
十
三
カ
ロ
り
１
と

な
り
ま
す
。
茶
わ
ん
一
杯
が
二
百

十
九
カ
ロ
リ
ー
で
す
か
ら
約
三
杯

分
に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
実
際

に
は
少
々
ず
ぼ
ら
し
ま
す
か
ら
、

】
杯
分
位
で
し
ょ
う
か
。
結
局
、

ｔ
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三
日
坊
主
で
し
た
。

　

（
タ
バ
コ
と
心
筋
硬
塞
）

　

タ
バ
コ
と
肺
が
ん
の
関
係
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
心
筋
梗

塞
の
リ
ス
ク
フ
″
ク
タ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
す
わ
な
い
人
に
比
べ
約

「
七
倍
も
死
亡
率
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

五
日
間
で
タ
バ
コ
を
や
め
る
方

法
な
ど
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
禁
煙
で
き

な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

試
み
に
、
一
生
の
う
ち
ど
の
位

は
カ
ン
の
話
に
な
り
ま
す
）
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（第三種郵便物記可）第ワ５号療医とやんか日９８２年３月１
１３

　

前
号
既
報
の
よ
う
に
、
中
央
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
・
国
際
障
害
者
年
特
別
委
員
会
は
一
月
二
十
二

日
、
「
国
内
長
期
行
動
計
画
の
在
り
方
」
を
鈴
木
首
相
に
対
し
て
答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は
「
総
論
」

　

「
保
健
医
療
」
「
教
育
・
育
成
」
「
雇
用
・
就
業
対
策
」
「
福
祉
・
生
活
環
境
」
の
五
部
か
ら
な
り
、
Ｂ

５
版
四
十
一
ペ
ー
ジ
の
長
文
に
わ
た
る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
一
部
総
論
国
内
長
期
行
動

計
画
は
、
今
後
、
十
年
間
に
わ
た
り

我
が
国
の
障
害
者
福
祉
の
実
現
を
め

ざ
し
て
遂
行
さ
れ
る
行
動
の
基
本
的

方
向
と
目
標
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

障
害
者
も
、
一
市
民
と
し
て
社
会

の
普
通
の
栂
成
員
で
あ
り
、
当
然
に

市
民
権
が
保
障
さ
れ
、
社
会
活
動
の

主
体
に
な
り
得
る
。
障
害
者
福
祉
の

理
念
は
、
障
害
者
が
社
会
に
お
い
て

一
般
市
民
と
同
等
に
生
活
し
、
活
動

す
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
障
害
者
対
策
は
、
障
害

者
個
人
に
対
す
る
施
策
と
と
も
に
、

障
害
者
を
取
り
巷
く
社
会
的
諸
条
件

の
整
備
石
併
せ
て
行
わ
れ
て
は
じ
め

て
、
障
害
者
福
祉
の
全
般
的
実
現
へ

の
道
が
開
か
れ
て
く
る
。

　

障
害
者
に
対
す
る
認
識
は
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
偏
見
や

無
知
に
基
づ
く
差
別
が
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
長
期
的
啓
発
広
報
活
動
が

必
要
で
あ
る
。
さ
し
当
た
り
①
1
2
月

９
日
を
『
障
害
者
の
日
』
と
す
る
②

障
害
者
の
現
実
的
ニ
ー
ズ
に
応
ず
る

広
報
手
段
③
各
行
政
機
関
に
お
け
る

啓
発
広
報
活
動
④
報
道
機
関
に
お
け

る
啓
発
広
報
活
動
⑤
障
害
者
団
体
等

に
お
け
る
啓
発
広
報
活
動
な
ど
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
部
保
健
医
療
心
身
障
害

の
発
生
予
防
と
し
て
、
先
天
異
常
の

発
生
予
防
の
た
め
に
遺
伝
に
関
す
る

啓
蒙
、
相
談
事
業
、
妊
娠
初
期
に
お

け
る
諸
対
策
、
周
産
期
に
お
け
る
発

生
予
防
の
た
め
に
産
科
救
急
医
療
や

新
生
児
救
急
医
療
体
制
の
地
域
で
の

確
保
、
整
備
な
ど
が
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
後
天
的
障
害
の
発
生
予
防
の

た
め
に
は
老
齢
化
対
策
、
公
害
、
労

災
、
交
通
事
故
な
ど
の
社
会
環
境
対

策
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

　

障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
原
育
体

制
の
確
立
も
必
要
で
あ
る
。
早
期
発

見
に
は
先
天
性
代
謝
異
常
対
策
、
乳

幼
児
健
診
の
強
化
を
関
保
諸
磯
関
と

の
有
機
的
連
携
に
よ
り
拡
充
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
早
期
療
育
に

は
療
育
施
設
の
ネ
″
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
、
施
設
機
能
の
多
角
的

充
実
、
障
害
児
、
養
育
者
に
対
す
る

助
言
を
行
う
組
織
づ
く
り
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。

　

心
身
障
害
に
関
す
る
医
療
に
は
、

内
科
的
、
外
科
的
治
療
と
と
も
に
、

障
害
者
の
自
立
自
助
を
援
助
し
、
令

人
的
復
権
を
目
指
す
医
学
的
、
心
理

的
及
び
社
会
的
な
総
合
的
対
応
と
し

て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
専
門
従
事
者

の
養
成
、
医
療
機
関
の
整
備
、
研
究

活
動
の
強
化
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
補
装
具
、
福
祉
機
器
の
開

発
、
国
際
医
療
協
力
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　

第
三
部
教
育
・
育
成
心
身
障

害
児
の
教
育
は
、
障
害
の
種
類
、
程

度
。
能
力
、
適
正
等
に
応
じ
て
行
い
、

そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、

可
能
な
限
り
社
会
自
立
の
達
成
を
図

る
と
と
も
に
、
障
害
を
も
た
な
い
者

も
幼
少
年
時
代
か
ら
障
害
者
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
殊
教

育
諸
学
校
の
一
層
の
充
実
、
小
中
学

校
で
の
学
級
編
成
や
教
育
課
程
等
に

つ
い
て
の
特
別
な
配
慮
、
教
員
の
心

身
障
害
児
に
対
す
る
理
解
と
知
識
が

必
要
で
あ
る
。

　

特
殊
教
介
振
興
の
た
め
に
、
そ
の

質
的
充
実
（
教
育
内
容
、
方
法
の
改

善
、
教
職
員
の
賢
賢
向
上
、
教
職
員

定
数
及
び
学
級
編
制
の
改
為
、
施
設

や
設
備
の
整
備
な
ど
）
、
重
度
・
重

復
障
害
児
の
教
育
の
充
実
、
職
業
教

育
の
充
実
、
早
期
教
育
及
ぴ
後
期
中

等
教
育
の
充
実
、
適
正
就
学
指
導
の

充
実
、
交
流
機
会
の
拡
大
が
重
要
で

あ
る
。

　

高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
身
障
者

の
大
学
へ
の
受
け
入
れ
体
制
、
受
験

の
積
会
の
確
保
。
教
育
研
究
条
件
の

整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

心
身
障
害
児
の
育
成
施
策
に
つ
い

て
は
、
早
期
療
育
対
策
、
施
設
対
策
、

在
宅
対
策
及
び
そ
れ
ら
の
統
合
化
を

加
え
た
諸
施
策
の
一
層
の
拡
充
を
図

る
福
祉
施
策
の
見
直
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

心
身
障
害
児
の
た
め
の
児
竜
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
一
層
の

准
進
、
設
備
、
職
員
の
配
置
の
改
善

充
実
、
職
員
の
賢
質
向
ｈ
な
ど
質
的

な
諸
条
件
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
施
設
対
策
と
と
も
に
在
宅
対
策

に
つ
い
て
も
積
極
的
な
施
策
の
推
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
四
部
雇
用
・
就
業
働
く
意

思
と
能
力
の
あ
る
す
ぺ
て
の
障
害
者

に
対
し
て
働
く
場
を
確
保
す
る
よ
う

最
大
限
の
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

身
体
障
Ｉ
者
順
用
促
進
法
の
範
囲

は
現
行
の
方
式
が
妥
当
で
あ
る
が
、

重
度
障
害
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
そ

の
目
的
に
照
ら
し
職
業
能
力
の
観
点

か
ら
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
障
害
者

の
雇
用
改
善
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
種
類
の
特
性
を
考
慮
し
な

が
ら
き
め
細
か
な
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
精
神
薄
弱
者

に
対
し
て
も
将
来
雇
用
制
度
を
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
そ

の
実
態
や
問
題
点
を
踏
ま
え
つ
つ
適

切
な
就
業
対
策
も
検
討
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

｝
般
雇
用
が
困
囃
な
電
度
障
害
者

に
は
。
適
切
な
雇
用
対
策
や
自
営
業
、

内
職
、
授
産
施
設
等
に
お
け
る
福
祉

的
就
労
等
の
諸
対
策
を
確
立
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
立
案
に
あ
た
っ
て
は

例
え
ば
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る

心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
の
設

立
の
動
き
等
を
参
考
に
し
、
我
が
国

の
雇
用
実
態
に
即
応
す
る
独
自
の
対

応
策
を
検
討
す
る
等
、
慎
重
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
五
部
福
祉
・
生
活
環
境
障

害
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
。

一
般
市
民
の
種
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
提
供
さ
れ
る
諸
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
う
ち
の
障

害
に
伴
う
固
有
の
‘
〒
ズ
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
生
活
環
境
の
改
善
も
、
健

常
者
と
同
様
に
自
ら
社
会
的
、
経
済

的
活
動
に
参
加
す
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
、
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

障
害
者
の
生
活
安
定
は
基
本
的
に

は
、
就
労
に
よ
る
所
得
に
よ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
当
面
は
、
年
金
、
手
当

等
の
改
善
、
税
制
上
の
配
慮
等
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
在

宅
、
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、
公
的
住

宅
部
門
の
積
極
的
対
応
、
公
共
建
築

物
の
整
俑
改
善
、
移
動
、
交
通
手
段

の
確
保
と
改
善
、
そ
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
等
が
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
障
害
者
の
悄
報
、
文
化
に
対
す

る
要
求
に
つ
い
て
も
十
分
な
提
供
、

参
加
の
場
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
・
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全腎協が
国会請願

腎
対
策
の
拡
充
を

3
7
万
余
の
署
名
を
両
院
に
提
出

　

全
国
腎
臓
呵
患
鳶
辿
絡
協
議
余

　

（
全
腎
協
）
は
二
月
二
‐
、
１
１
１
腎
臓

病
の
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
一
．
腎
疾

患
総
合
対
策
』
の
旱
明
確
Ｉ
」
を
要

望
す
る
川
会
■
X
5
!
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
．

　

全
腎
協
の
国
会
請
願
は
会
結
成
以

来
毎
Ｉ
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
人
．
Ｌ

透
析
医
療
咄
の
公
荷
負
担
、
人
工
腎

臓
の
川
設
、
腎
臓
移
植
推
進
体
制
の

充
実
な
ど
、
こ
れ
ま
で
腎
不
全
対
策

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
役
割

を
囃
だ
し
て
き
ま
し
た
．
今
Ｉ
の
請

廊
で
は
、
や
防
体
制
の
拡
充
を
屯
戻

し
、
国
・
Ｉ
腎
セ
ン
タ
ー
の
・
設
置
、
倹

尿
制
度
の
完
令
実
施
な
ど
を
嘗
り
す

る
と
と
も
に
、
透
析
冶
療
の
保
障
、

患
者
増
に
見
今
っ
た
人
工
腎
臓
の
増

蓮動の

、、.-

　　　　

、-し;

設
、
腎
移
植
体
制
の
促
進
■
　
ｒ
J
ｔ
:
の

祉
会
復
帰
対
策
拡
允
な
ど
も
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
請
願
行
動
に
は
全
国
・
。
千
四

部
心
町
県
組
織
の
代
奉
口
六
－
　
　
人

が
参
加
し
、
全
・
国
か
ら
集
め
ら
れ
た

三
ト
ヒ
万
人
を
越
す
署
名
を
衆
参
山

院
百
ト
九
人
の
議
員
を
通
じ
て
両
院

・
議
長
宛
に
提
出
し
ま
し
芯

　

こ
の
日
は
午
前
中
に
廠
員
会
館
内

会
廠
案
で
集
会
を
開
き
、
午
確
か
ら

は
地
域
別
の
班
を
つ
く
っ
て
地
元
選

出
議
貝
を
中
心
に
患
者
の
切
実
な
実

態
と
硬
求
を
訴
え
ま
し
た
。

講願にあたっての集会であいさつする全腎協上田会長

労災の鍼灸・マッサージ制限

撤回を表明
労働省・国会で答弁

　

私
た
ち
労
災
患
者
団
体
は
、
昨
Ｉ

秋
頃
か
ら
診
裂
報
酬
問
題
を
取
り
く

ん
で
き
ま
し
べ

　

理
学
療
法
・
鍼
灸
マ
ヴ
サ
よ
ン
を

冶
療
の
中
心
と
す
る
患
者
は
、
昨
年

六
月
の
診
僚
報
酬
改
定
で
治
療
室
か

ら
締
め
出
さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
特
に
健
保
診
療
報
酬
の

改
定
を
悪
用
し
て
、
労
災
保
険
の
鍼

灸
マ
。
サ
ー
ジ
に
つ
い
て
制
限
を
加

え
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
鍼
灸
マ
ｙ
サ
ー
ジ
洽

原
の
期
間
・
回
檄
・
金
額
の
制
限
、

こ
れ
ら
の
撤
廃
と
一
般
治
療
・
各
和

矧
学
察
法
と
の
併
用
を
認
め
。
患
后

負
担
を
な
く
す
こ
と
の
五
項
目
の
要

求
を
ま
と
め
、
労
働
組
合
、
医
療
団

体
、
治
療
師
団
体
、
忠
者
団
体
、
民

主
団
体
と
話
今
い
な
が
ら
団
体
署
名

あ
共
闘
の
要
請
を
広
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
百
団
体
に
近
い
団
体

署
名
を
ま
と
め
、
各
団
体
と
共
に
労

働
竹
交
渉
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
二
月
ニ
ト
六
日
に
は
、
共
産

党
の
藤
原
ひ
ろ
子
議
具
に
岡
会
で
取

り
ト
。
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
し

た
～
丿
働
竹
は
鍼
灸
口
関
し
て
ぺ
新

た
な
方
針
が
出
る
ま
で
は
、
各
種
の

制
限
は
廠
回
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

今
後
伺
だ
な
方
針
”
な
る
も
の

を
注
目
し
つ
つ
、
理
学
療
法
・
マ
″

サ
ー
ジ
ー
の
診
療
線
酬
の
引
き
Ｌ
け

を
関
係
各
団
体
と
共
に
改
汚
さ
せ
る

方
針
で
す
、
（
全
交
災
・
中
野
）

ハ
ン
セ
ン
氏
病
へ
の
偏
見

　
　

著
者
と
出
版
社
に
抗
議

　

ハ
ン
セ
ン
氏
脚
に
関
す
る
医
学
や

現
状
を
ね
じ
ま
け
、
患
者
へ
の
人
疹

侵
Ｉ
と
も
い
う
べ
き
小
説
が
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
‥
1
1
1
　
川
｛
房
（
躯
Ｉ
・

神
田
多
町
）
発
］
吋
石
頭
の
収
㈲
に

　

(
Ｗ
肴
・
製
本
薫
に
と
い
う
Ｓ
Ｆ
小

説
で
す

　

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
唾
｛

　

（
企
忠
協
）
は
、
ｕ
Ｅ
川
清
汁
・
艮
と
栗

本
薫
氏
あ
て
の
・
「
抗
廠
申
入
れ
書
」

を
一
月
こ
ト
二
‐
、
同
社
の
編
集
責

任
ご
に
于
渡
し
て
抗
・
議
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
病
は
感
染
性
の
極
め

て
徴
弱
な
、
し
か
も
今
‐
で
は
完
治

す
る
肖
浦
の
疾
忠
の
一
つ
で
す
が
、

こ
の
小
説
は
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
の
占

い
イ
メ
ー
ジ
を
臆
面
も
な
く
悪
用
し

描
Ｉ
し
て
い
ま
す
。

　

全
患
協
は
の
謝
罪
文
を
耕
聞
に
の

せ
る
こ
と
②
こ
の
小
説
を
再
版
す
る

場
鳶
は
、
釈
明
文
と
ハ
ン
セ
ン
氏
病

の
。
出
し
い
説
明
を
つ
け
る
こ
と
を
ぜ

ひ
隋
行
す
る
ｕ
う
９
求
し
ま
し
勺

　

ま
た
、
令
忠
連
も
阻
川
阿
房
に
た

い
し
、
文
書
で
抗
議
し
ま
し
な

　

り
川
社
良
と
栗
本
薫
氏
は
、
ハ
ン

セ
ン
収
賢

し
、
啓
７
ｆ

ゝ～４心

つ
い
て
の
煕
矧
を
陳
謝

協
力
す
る
旨
、
令
の
協

に
回
答
を
し
ま
し
た
が
、
新
聞
に
謝

罪
交
を
の
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
難

色
を
示
し
、
同
吐
発
行
の
川
間
Ｓ
Ｆ

マ
ガ
ジ
ン
に
謝
罪
交
を
掲
載
す
る
こ

と
で
解
決
ト
岑
ほ
し
い
と
柚
終
態

厦
｀
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

企
患
協
で
は
、
さ
ら
に
「
話
」
手

詰
め
、
若
者
へ
の
直
接
抗
議
な
ど
の

戸
定
も
含
め
、
完
全
解
決
の
た
め
の

折
衝
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
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三
柏
園
事
件
物
語

碧
海
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

で
な
に
が

　
　

「
朝
日
訴
訟
」
を
知
る
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
三
柏
園
事
件
」

と
い
う
と
患
者
団
体
の
役
員
で
も
詳

し
く
知
る
人
が
多
い
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。
私
自
身
も
、
「
あ
の
朝
日
訴

訟
を
た
た
か
っ
た
日
患
同
盟
が
す
す

め
て
い
る
裁
判
だ
か
ら
支
持
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
程
度

の
認
識
で
し
た
。
全
腎
協
で
も
十
分

な
理
解
も
得
な
い
ま
ま
日
患
同
盟
か

ら
の
支
持
要
謂
に
応
え
た
の
で
す
。

　

本
書
の
生
々
し
い
記
録
や
多
く
の

関
保
者
の
証
言
な
ど
を
読
ん
で
、
事

件
の
い
き
さ
つ
や
厳
し
い
た
た
か
い

の
軌
跡
を
改
め
て
理
解
し
、
そ
の
背

景
や
意
義
に
つ
い
て
も
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
三
柏
岡
事
件
」
は
、
簡
単
に
い

え
ば
高
知
県
立
中
央
病
院
横
浜
分
院

　

（
三
柏
菌
）
の
閉
鎖
、
思
者
追
い
出

し
に
反
対
し
て
だ
た
か
っ
て
い
た
同

院
思
者
自
治
会
、
県
患
者
同
盟
に
対

す
る
刑
事
弾
圧
事
件
で
す
。
結
核
患

者
の
減
少
を
理
由
に
法
的
手
続
き
も

三
柏
園
事
件
記
録
編
纂
委
員
会

経
ず
県
が
三
柏
園
の
閉
鎖
、
県
立
中

央
病
院
へ
の
患
者
の
転
院
を
強
要
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
地
元
の
保
健
所

艮
も
勧
め
る
ほ
ど
条
件
の
よ
い
三
柏

園
と
、
み
か
け
は
近
代
的
で
も
病
床

数
は
大
幅
に
減
り
、
病
棟
は
鉄
の
扉

で
し
や
断
さ
れ
、
医
師
も
専
門
医
で

は
な
い
と
い
う
病
院
で
は
あ
ま
り
に

も
療
養
条
件
が
違
い
す
ぎ
て
安
心
し

て
療
養
で
き
な
い
と
い
う
の
が
患
者

の
反
対
の
理
由
で
し
た
。
当
時
の
高

知
県
の
結
核
対
策
は
、
患
者
数
二
万

人
、
死
亡
率
全
国
第
九
位
、
病
床
数

よ
り
結
核
入
院
思
者
の
ほ
う
が
多
い

と
い
う
状
況
で
、
増
床
の
必
要
こ
そ

あ
れ
廃
院
の
理
由
な
ど
な
い
と
い
う

思
者
の
反
対
も
当
然
で
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
県
は
廃
院
を
瞥

県
官
を
動
員
し
て
ま
で
強
行
し
、
県

患
者
同
盟
幹
部
二
人
を
「
不
退
去
罪
」

で
起
訴
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
十
四
年
。
厳
し
い
裁
判
闘

争
を
経
て
高
松
高
裁
で
、
一
審
判
決

を
く
つ
が
え
す
「
無
罪
」
逆
転
勝
訴

砥胞:吻百河沼

執
筆
の
動
機
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
機
は
、
本
書
全
体
に
著
者

の
体
験
が
赤
裸
々
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、
読
者
の
感
動
を
呼
び
起

し
ま
す
。

　

著
者
は
戦
前
、
向
学
心
に
燃
え
な

が
ら
も
家
庭
の
都
合
で
高
等
学
校
へ

の
進
学
を
あ
き
ら
め
、
官
費
で
学
べ

る
広
島
高
等
師
範
（
現
広
島
大
）
に

す
す
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
徒
動
員

の
第
一
日
目
に
原
爆
投
下
に
あ
い
ま

す
。
幸
い
軍
事
工
場
が
市
外
に
あ
っ

た
こ
と
が
被
爆
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
体

験
か
ら
は
じ
ま
る
『
難
病
の
海
に
虹

の
橋
を
』
は
、
。
広
島
か
ら
の
旅
立

ち
Ｉ
腎
臓
病
と
の
出
合
い
s
。
最
初

の
入
院
生
活
”
涛
発
・
慢
性
へ
の

移
行
・
父
の
死
”
経
会
復
帰
・
政

子
と
の
出
合
い
s
高
額
な
医
療
費

自
己
負
担
と
器
械
の
不
足
”
屈
獄

か
ら
よ
み
が
え
っ
だ
も
の
た
ち
の
立

場
”
ぶ
腎
協
の
結
成
ひ
４
国

患
者
・
家
族
集

<
'
｡
　
'
Ｓ
子
の
こ

タ
・
・
・
な
ど
全
文
三
四
九
頁
の
長
篇

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
な
お
難
病
で
苦
し
み
た
た
か

っ
て
い
る
患
者
と
家
族
に
は
「
生
命

を
大
切
に
。
生
き
る
希
望
を
捨
て
ず
、

力
を
あ
わ
せ
医
学
の
進
歩
を
信
頼
し

て
」
と
訴
え
、
国
に
は
「
人
間
の
生

命
を
大
切
に
す
る
政
治
に
力
を
そ
そ

い
で
く
だ
さ
い
」
と
力
ま
ず
に
訴
え

て
い
ま
す
。
日
本
の
医
療
史
に
金
字

塔
を
う
ち
た
て
た
人
工
透
析
医
療
費

公
費
負
担
の
実
現
に
と
り
く
み
、
さ

ら
に
総
｛
晶
な
腎
疾
患
対
策
確
立
の

た
め
に
不
屈
に
生
き
ぬ
く
姿
は
、
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ず
に
は
お

か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

一
年
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
前
田
さ

ん
の
努
力
は
、
全
腎
臥
結
成
十
周
年

の
業
績
に
花
を
そ
え
て
い
ま
す
。
厚

生
省
大
谷
医
務
局
長
、
作
家
・
藤
原

審
爾
さ
ん
が
推
せ
ん
文
を
寄
せ
ら
れ

た
の
も
う
な
づ
け
ま
す
。

　

労
働
経
済
社
刊
・
定
価
千
五
百
円

　

購
読
は
同
社
ま
た
は
全
腎
協
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

（
古
川
圭
助
）

を
勝
ち
と
っ
た
の
で
す
。
本
書
で
は

こ
の
た
た
か
い
が
単
な
る
刑
事
事
件

で
は
な
く
、
国
の
高
度
経
済
成
長
政

策
下
の
低
医
原
費
政
策
で
患
者
を
切

り
捨
て
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
に
反

対
す
る
た
た
か
い
で
も
あ
っ
た
こ
と

を
、
数
々
の
証
言
や
記
録
で
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
思
者
運
動
史
は
、
最
近
の
医

家
、
福
祉
切
り
捨
て
策
の
も
と
で
た

た
か
う
私
た
ち
に
、
思
者
運
動
の
あ

り
方
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
た
ん
に
自
か
ら
の
生

命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
生

活
と
健
康
を
守
る
運
動
に
ま
で
高
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
透
析
医
療
費
の
切
り

下
げ
で
透
析
病
院
の
閉
鎖
、
縮
小
の

不
安
が
高
ま
る
中
で
、
ま
っ
た
く
他

人
事
と
は
思
え
な
い
と
こ
の
本
を
読

ん
だ
の
で
す
。

　

労
働
旬
報
社
刊
・
定
価
千
四
百
円

　

購
読
は
同
社
ま
た
は
日
患
向
盟
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
孟
史
）

　

は
じ
め
に
本
書
を
手
に
し
た
と
き

　

「
こ
れ
は
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
が
ま
と
め

た
も
の
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
本
の

帯
に
祓
病
者
を
救
う
た
め
に
、
難

病
者
が
起
ち
上
る
姿
を
、
著
者
自
か

ら
の
体
験
と
と
も
に
描
く
”
と
鮮
や

か
に
記
さ
れ
、
扉
を
ひ
ら
く
と
「
こ

の
一
調
を
、
今
は
亡
き
全
腎
協
、
難

病
者
運
動
の
病
友
に
さ
さ
け
る
」
と

の
言
葉
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

　

署
者
は
「
私
の
十
年
の
透
析
人
生

の
歩
み
を
と
お
し
て
、
私
が
こ
の
間
、

連
動
の
中
で
出
合
い
、
か
つ
志
半
ば

に
い
れ
て
い
っ
た
難
病
者
の
、
ひ
た

む
き
な
人
間
群
像
な
ど
を
と
お
し
て

力
至
ら
ず
と
も
、
今
こ
の
と
き
こ
そ

具
体
的
な
姿
で
、
私
た
ち
の
内
部
障

害
者
が
生
命
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
生
命
を
賭
し
て
自
ら
の
遊
を
切

拓
い
て
き
た
か
を
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
訴
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
い
う
叫
び
に
も
似
た
理
念
に
つ
き

動
か
さ
れ
て
、
私
は
こ
の
本
を
一
年

に
わ
た
っ
て
書
き
綴
っ
て
き
た
」
と
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福
祉
は
自
助
で
、
国
に
頼
る
な

日
本
経
済
調
査
協
議
会
（
財
界
調
査
機
関
）

　

経
団
連
な
ど
財
界
四
団
体
の
調

査
機
関
で
あ
る
日
本
経
済
調
査
協

議
会
は
こ
月
べ
‐
、
「
こ
れ
か
ら

の
福
祉
を
考
え
る
」
と
題
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
・
「
福
祉
と
は

自
助
が
基
本
で
あ
り
、
国
の
福
祉

政
策
に
頼
る
の
は
避
け
る
べ
き
」

と
の
基
木
詔
識
に
た
ち
、
「
経
済

政
策
と
社
余
政
策
の
調
和
の
と
れ

た
活
力
あ
る
福
祉
吐
会
の
実
現
」

　

厚
生
省
が
ま
と
め
た
町
町
村
国

民
健
康
ほ
険
の
五
ト
瓦
乍
度
財
政

状
況
に
よ
る
と
、
岡
保
の
黒
ｙ
額

が
千
二
百
七
卜
六
億
円
で
、
的
年

度
に
比
ベ
ー
五
・
四
吋
増
え
て
い

る
反
面
、
赤
字
の
巾
町
吋
が
前
年

度
よ
り
五
割
も
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
赤
字
の
市
町
村
は
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

保
険
料
率
を
据
置
い
た
り
引
ト
け

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
｛
か
ら
ヒ
項
目
の

提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

屯
な
も
の
を
見
る
と
、
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
①
老
後
の
た

め
の
貯
蓄
を
し
、
資
産
を
運
用
で

き
る
よ
う
な
金
融
環
境
の
整
備
⑦

口
本
的
家
族
Ｅ
義
を
生
か
す
た
め

作
笑
社
会
保
険
、
税
制
な
ど
老

人
扶
養
附
帯
へ
の
優
遇
揃
置
⑤
老

人
ホ
ー
ム
、
活
人
扶
助
は
自
ら
の

か
少
な
が
っ
た
り
し
た
こ
と
、
岳

人
医
療
費
に
無
韻
療
養
費
の
増
加

な
ど
が
。
原
閃
で
、
急
に
増
え
た
も

の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

赤
字
の
額
は
わ
ず
か
で
、
五
Ｌ
八

Ｉ
度
に
は
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

　

厚
生
省
で
は
、
今
汲
も
老
人
医

療
詣
と
高
額
療
養
費
が
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
町
村
国
保
財
政

は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と

會
産
を
担
保
と
す
る
方
式
の
普
及

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
同
制
度
に
つ
い
て
も
の

制
度
の
改
革
⑦
琶
齢
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
を
厚
乍
、
共
済
と
も
六

十
五
歳
に
箆
厚
生
長
期
加
入
肴
の

々
給
制
限
Ｉ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

訟
み
て
お
り
、
指
尋
監
査
を
強
め
る

方
針
で
す
。
保
険
料
値
1
7
　
け
と
蒔

せ
、
高
額
療
養
費
白
口
負
担
限
度

額
の
引
上
げ
、
各
種
費
用
徴
収
基

準
の
改
悪
な
ど
、
何
ら
か
の
か
た

ち
て
患
者
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
こ

と
が
警
戚
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
国
保
財
政
厳
し
さ
増
す

医
療
費
増
大
し
5
5
年
度
は
赤
字
が
５
割
増

財
源
強
化
策
に
新
税
の
導
入
も

国
民
年
金
協
会
が
制
度
改
革
で
報
告
書

　

口
本
国
民
年
金
協
会
（
福
田
赳

夫
会
民
）
は
二
月
十
日
、
『
国
民

年
忿
制
度
改
革
に
関
す
る
報
｛

を
ま
と
め
森
下
厚
相
に
提
出
し
ま

し
ぺ

　

こ
の
報
告
は
、
拠
出
制
国
民
年

金
制
度
は
被
保
険
者
数
が
減
り
、

　

厚
Ｉ
省
が
ま
と
め
た
昭
和
瓦
ト

九
阻
の
国
民
栄
養
調
査
に
れ
る

と
、
日
本
人
が
。
口
に
雛
取
す
る

平
均
食
塩
量
は
一
三
・
〇
じ
で
、

特
に
東
北
・
北
関
東
の
食
塩
摂
取

章
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
食
塩
摂
取
岨
は
高
爪
圧
や
心

財
政
状
態
が
息
切
れ
し
は
じ
め
免

除
率
が
Ｌ
Ｗ
し
て
、
若
齢
年
金
の

繰
り
ト
げ
支
給
が
増
え
る
な
ど
困

難
な
問
題
が
多
‐
ヽ
な
り
、
老
齢
福

祉
年
金
の
政
策
的
引
き
ト
け
で
拠

出
制
年
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
お
そ
れ
か
あ
る
、
と
問
題
｛
を

指
摘
し
て
い
ま
す
．

　

そ
し
て
保
険
料
の
限
界
は
．
た
ト

八
阻
価
格
で
．
万
円
、
夫
婦
で
二

万
円
程
度
と
思
わ
れ
、
こ
れ
で
は

搬
呵
な
ど
と
傑
い
関
係
に
あ
る
だ

け
に
、
食
Ｉ
活
の
改
ぷ
‥
に
よ
る
塩

分
制
限
が
望
ま
れ
ま
す

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
千
八

ト
四
カ
ロ
ロ
上
汽
や
や
多
め
で

は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
適
ぶ
に
近

づ
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
結
囃
、
力
ｙ
1
5
歳
～
1
9

廠
と
女
了
2
9
廠
以
下
を
除
き
、
肥

満
の
人
が
減
・
つ
て
い
ま
す

　

そ
の
他
の
栄
養
棋
取
・
尉
は
、
タ

刄
‐
の
年
金
水
準
を
維
持
し
て
い

け
な
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
『
そ

の
た
め
財
源
対
策
と
し
て
、
保
険

料
の
適
正
化
の
ほ
か
、
国
庫
負
担

の
増
額
、
制
度
間
財
政
調
整
、
新

税
の
Ｉ
入
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
強
制
加
入
ろ
の
加

入
年
数
に
応
じ
た
若
齢
即
金
の
支

綸
、
秘
り
ト
げ
支
給
の
制
限
ま
た

は
唯
出
な
ど
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

ン
バ
ッ
質
ヒ
ヒ
・
九
八
脂
肪
■
-
J
.

'

・
．
だ
バ
．
雨
水
化
物
．
二
三
．
て
カ

ル
シ
ウ
ム
」
一
八
万
ぺ
鉄
こ
・
．
．

　
　
Ｎ
ぺ
づ
ト
リ
ウ
ム
瓦
こ
Ｏ
几

『
、
レ
．
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
一
・
瓦
ヒ
六
Ｉ
．

・
Ｕ
、
ビ
タ
ミ
ン
凶
∵
０
．
ダ
ベ
、

ビ
タ
ミ
ン
匯
．
∴
六
い
バ
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
．
０
仁
『
レ
．
な
ど
と
な

っ
て
お
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
匯
以
外
は
、
ほ
ほ
足
り
て
い

る
と
い
Ｉ
つ
結
集
が
出
て
い
ま
す

東
日
本
は
食
塩
摂
取
オ
ー
バ
ー

昭
和
5
5
年
国
民
栄
養
調
査
結
果
出
る



ワ５号第(第三種郵便物認可う療医とやじんか1 9S2年３月１日
（７）

　
　

「
わ
し
は
、
長
島
に
僑
が
で
き
て

も
、
渡
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
で

も
橋
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
か
ら
、
死
に
た
い
」

　

七
一
歳
の
盲
人
は
言
っ
た
。
そ
の

盲
人
は
若
い
こ
ろ
、
野
良
着
の
ま
ま

強
制
的
に
４
送
り
”
と
な
っ
て
、

以
来
、
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
島
（
国
立

ひ
丿
セ
ン
氏
病
療
養
所
・
長
島
愛
生

園
）
か
ら
一
歩
も
療
養
所
の
外
へ
出

た
こ
と
は
な
い
。
長
島
は
周
囲
十
六

㎞
の
小
鳥
で
、
岡
山
県
に
あ
り
、
一

般
住
民
は
一
人
も
居
な
い
。
愛
生
園

の
入
所
者
千
人
余
の
う
ち
、
視
力
障

害
者
は
百
四
十
人
に
の
ぼ
る
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
病
と
い
う
こ
と
だ
け

で
、
彼
の
人
生
は
決
定
さ
れ
た
。

　

奴
隷
的
な
労
働
で
、
ま
ず
手
の
指

を
奪
わ
れ
た
。

　

指
が
な
く
な
れ
ば
、
鶴
ハ
シ
を
手

に
く
く
り
つ
け
て
働
か
さ
れ
た
。

　

労
働
の
対
価
は
、
タ
バ
己
個
分

に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

額
（
ひ
た
い
）
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て

海
を
見
つ
め
る
日
が
つ
づ
い
た
。

　

戦
争
に
よ
る
食
糧
不
足
と
、
療
養

所
建
設
の
苛
酷
な
労
働
が
誘
因
と
な

っ
て
、
彼
は
視
力
を
奪
わ
れ
た
。

　

海
を
へ
だ
て
た
対
岸
に
は
、
盲
人

の
故
郷
に
つ
づ
く
漕
が
あ
っ
た
。

　

青
い
、
悲
し
い
海
を
へ
だ
て
た
対

岸
の
道
が
、
次
第
に
弱
っ
て
い
く
瞳

の
中
で
か
す
み
、
還
く
は
る
か
な
日

に
、
闇
の
中
へ
消
え
て
い
っ
た
。

の
で
、
お
ど
ろ
い
た
。
長
い
樫
の
棒

で
、
わ
し
の
腰
を
こ
づ
き
、
せ
き
た

て
た
」

　

「
あ
れ
は
、
ほ
ん
ま
に
ひ
ど
か
っ

た
な
あ
。
ほ
ん
ま
に
ひ
ど
か
あ
Ｉ
」

　

汗
に
ま
み
れ
た
野
良
着
の
ま
ま
、

そ
の
場
か
ら
家
畜
の
よ
う
に
追
わ
れ

て
、
彼
は
、
こ
の
島
に
封
じ
こ
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

島
に
来
た
日
か
ら
、
仲
間
だ
ち
と

同
様
こ
の
若
い
新
患
者
も
人
間
の
扱

笑
み
を
浮
か
べ
て
言
っ
た
。
「
わ
し

は
、
う
ま
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
は

思
わ
ん
。
い
い
着
物
を
着
た
い
と
も

思
わ
ん
。
だ
が
、
ひ
と
つ
だ
け
願
い

が
あ
る
。
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

鳥
の
外
に
盲
人
が
い
る
の
か
、
も
し

い
た
ら
、
話
が
し
た
い
」

　

彼
は
、
一
般
社
会
の
盲
人
と
心
ゆ

く
ま
で
話
が
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

の
だ
。
ど
ん
な
話
を
し
て
、
ど
ん
な

話
が
聞
き
た
い
の
か
、
さ
だ
が
で
は

な
い
。
七
一
歳
の
盲
人
の
Ｑ
え
な
い

眼
が
輝
い
て
い
た
。

　

長
島
か
ら
対
岸
ま
で
は
三
十
μ
の

海
が
あ
る
。

　

こ
の
海
に
僑
が
か
か
り
、
外
の
盲

人
が
こ
の
島
に
集
ま
り
、
夜
の
更
け

る
ま
で
語
り
明
か
す
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　

人
間
が
人
間
と
し
て
、
生
き
て
い

く
喜
び
を
求
め
て
、
こ
の
島
に
集
ま

り
、
日
本
に
お
け
る
障
害
者
の
理
念

を
い
っ
そ
う
確
立
す
る
会
議
が
開
か

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
だ
。

　

生
命
を
高
ら
か
に
誼
い
あ
げ
る
こ

の
会
議
に
は
、
野
良
で
鋤
い
て
い
た

日
か
ら
今
日
ま
で
の
想
い
を
い
っ
ぱ

い
抱
え
た
、
彼
の
姿
が
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

　

日
が
沈
み
、
瀬
戸
の
夕
な
ぎ
は
静

か
で
あ
っ
た
。

　

対
岸
の
白
い
道
が
、
山
あ
い
を
ぬ

っ
て
つ
づ
い
て
い
る
。
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▼
７
日
中
医
協
支
払
側
委
員

と
し
て
今
宮
信
雄
氏
（
ア
サ
ノ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
長
）
再
任

▼
８
日
中
央
薬
事
審
議
会
が

…
常
任
部
会
を
開
き
第
1
9
次
医
療

｛
用
医
薬
品
の
再
評
価
結
果
ま
と

　
１
　
　
１
め
る

|･･|･φ･|･･I･|･中中小|･･1･･|･･1･･|･･|･･¶･･|･･1･･|･･1･･|･･1･･1･1･･|･･|･･|･丿小･|･小･|･1･小丿小

▼
１
１
日
森
下
厚
相
が
国
民
年

金
審
議
会
に
「
国
民
年
金
法
改

正
案
」
を
諮
問
、
①
拠
出
制
年

金
の
年
金
額
改
定
②
ス
ラ
イ
ド

時
期
を
例
年
よ
り
】
力
月
涙
ウ

せ
八
月
と
す
る
③
福
祉
年
金
は

九
月
か
ら
④
所
得
制
限
の
引
き

上
げ
、
同
審
議
会
は
即
日
諮
問

ど
お
り
答
申

▼
1
5
日
森
下
厚
相
が
社
会
保

険
審
議
会
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
を

一
ヵ
月
考
り
せ
七
月
に
実
施
す

る
な
ど
の
「
厚
生
年
金
保
険
法

改
正
案
」
を
諮
問
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
２
１

日
了
承
の
答
申

▼
1
4
日
中
医
協
の
全
員
懇
談

会
で
日
医
系
委
員
か
処
方
料
値

上
げ
な
ど
の
要
求
書
を
厚
生
省

あ
て
提
出

▼
1
4
日
医
薬
品
の
薬
価
調
査

が
大
手
製
薬
会
社
に
よ
る
ヤ
ミ

カ
ル
テ
ル
事
件
の
あ
お
り
な
ど

で
事
実
上
不
可
能
と
な
る

▼
1
6
日
全
国
国
保
課
侵
会
議

で
厚
生
省
古
川
医
療
課
長
が
医

療
費
改
定
方
針
堅
持
の
立
場
を

強
調

▼
2
2
日
中
央
心
身
障
害
者
対

策
協
靉
会
が
今
後
１
０
年
間
に
わ

た
る
わ
が
国
の
障
害
者
対
策
の

基
本
方
針
と
な
る
具
体
策
な
ど

を
提
示
し
た
意
見
書
「
長
期
行

動
計
画
の
あ
り
方
」
を
首
相
に

提
出

▼
2
7
日
i
l
k
2
5
回
全
国
保
険
・

国
民
年
金
課
長
事
務
打
合
せ
会

で
新
年
度
の
医
療
保
険
・
年
金

行
政
の
重
点
事
項
に
つ
い
て
指

示
・
説
明

▼
5
0
日
重
度
障
害
者
特
別
雇

用
対
策
研
究
会
が
第
三
セ
ク
タ

ー
方
式
の
採
用
で
国
や
自
治
体

が
助
成
す
る
雇
用
促
進
案
出
す
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古
里
へ
つ
づ
く
道

　

或
る
盲
人
の
話

本

　

間

　

き
よ
志

　

（
全
患
協
会
員
・
東
京
）

　

そ
し
て
、
彼
は
半
世
紀
を
こ
の
島

で
生
食

き
あ
っ
て
い
る
。
彼
は
指
の
な
い
両

手
を
ひ
ろ
け
、
冷
め
た
茶
腕
を
は
さ

ん
で
、
お
茶
を
呑
み
ほ
し
た
。

　

見
え
な
い
瞳
の
奥
に
は
、
故
郷
の

は
る
か
な
日
々
が
灼
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
彼
は
、
淡
た
ん
と
話
し
だ
し

た
。

　

「
あ
の
日
、
わ
し
は
、
野
良
に
居

た
。
警
察
官
が
五
人
も
や
っ
て
き
た

い
を
受
け
な
か
っ
た
。

　

ラ
イ
行
政
は
、
警
察
官
に
よ
る
患

者
の
。
狩
り
込
み
”
か
ら
始
め
ら
れ

た
。
思
者
は
人
間
と
し
て
の
生
存
の

権
利
を
奪
わ
れ
、
差
別
と
偏
見
が
っ

く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

政
府
の
ラ
イ
行
政
の
罪
は
重
い
。

　

恨
み
と
屈
辱
の
五
十
年
を
踏
み
越

え
て
き
た
生
命
と
飽
（
か
お
）
が
、

私
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
。

　

彼
は
、
後
遺
症
で
ゆ
が
ん
だ
顔
に
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全患連加盟組織

＜互療会＞

〒105港区新橋5－14一一12

　　　　　　　　　　　　

大幸ビル２階

　　　

aO 5 CiJ2) 5 5 14

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

雷ｏろ哨2）ア５６１

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒161新宿区下落今5－15－29

　　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

aO 5 (952) 5 5 4 0

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒101千代田区神田北乗物町17

　　　　　　　　　　　　　　

北乗ビル

　　　

≪ 0 5 C256> 8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞

〒旧東村山市青葉町4－1－10

　　　

ao 4 2ろ（94り15 7 1

＜全国職業性有害物障害患者協議会＞

〒105港区西新僑2－21－5

　　　

雷０５－（心）2082

＜日本患者同盟＞

〒2剛清瀬市松山2－15－12

　　　

aO424 C91) 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－5ト‥５

　　　　　　　　　　　　

代々木病院内

反
対
こ
そ
が
真
の
笑
の
声
”
函

民
の
声
」
『
。
ぐ
す
▼
読
者
の
皆
さ
ん
の

闘
病
体
験
や
医
９
・
福
祉
に
関
す
る

ご
意
見
、
本
誌
の
読
後
感
な
ど
、
ご

投
稿
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務

局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ん じ や と 医

　

今
Ｉ
は
、
例
Ｉ
よ
り
９
　
め
に
梅
が

咲
き
そ
う
な
友
配
で
す
、

　

弟
の
ふ
く
ら
み
も
、
色
あ
ざ
や
か

に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

寒
風
の
な
か
で
、
い
の
ち
を
燃
や

し
、
自
ら
の
存
在
を
鼓
舞
し
て
い
る

　

汗
と
埃
り
に
ま
み
れ
な
が
ら
の
緑
に
よ
っ
て
仕
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

化
活
動
も
、
よ
う
や
く
大
地
に
根
を
た
が
、
最
近
は
、
緑
化
活
動
の
位
置

よ
う
で
す
。
多
く
の
先
輩
た
ち
の
意

志
を
受
け
、
そ
し
て
今
口
も
療
た
た

ち
の
い
つ
く
し
み
を
受
け
、
花
は
、

や
が
て
咲
く
で
し
ょ
う
。

療
１

９８２年３月１日

　

国
立
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所
・
多
磨
全
生
園
は
、
東
京
・
東
村
山

市
に
あ
り
ま
す
．
入
所
者
は
約
千
人
『
、
八
〇
ト
の
人
た
ち
は
治
っ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
（
平
均
六
ト
歳
）
や
後
遺
症
の
た
め
、
こ
こ
を

永
住
の
地
に
し
て
い
ま
す
や
が
て
春
患
鳶
自
治
今
こ
Ｉ
ス
ｙ

８
の
中
か
ら
『
鴬
の
来
る
日
乙
を
紹
介
し
ま
す

お
ろ
し
、
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
感
を

深
く
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
感
慨
に

ふ
け
る
時
、
晟
近
、
特
に
園
内
が
き

れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
に
父
づ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
作
業
場
の
人
た
ち
の

園
内
の
美
化
と
緑
化
は
自
分
か
ち
の

手
で
、
と
い
う
怠
識
の
高
ま
り
の
な

か
で
、
そ
う
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

従
来
は
、
と
か
く
士
か
ら
の
指
示

づ
け
の
中
で
自
ら
が
何
を
な
す
べ
き

か
、
そ
の
運
肖
を
自
主
的
方
向
へ
と

積
極
的
口
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に

は
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

お
か
げ
そ
も
ち
ま
し
て
私
た
ち
の

Ｉ
活
が
快
適
な
環
境
で
営
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
、
何
よ
り
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

昨
今
、
園
内
は
、
い
ろ
い
ろ
な
励

が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う

ち
に
き
っ
と
、
梅
の
木
に
鴬
が
き
て

場
く
の
も
砂
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

多
磨
自
治
会
ニ
ュ

立ちあがる人工腎透析者・難病者たち

Ｉ
ス
か
ら

（８）

早
春
譜
鴬
の
来
る
日

前田こうー著

上製・定価1500円

　　　　

送料250円

　

わが国の経済的繁栄が大きく伝えられ

る背後には、現代病といわれる難病が増

加しています。腎臓疾患をはじめ多くの

難病が、医学的にも未解決のまま、患者

たちの苫しみがつづいています。

　

難病者たちを救うために、難病者たち

が起上る姿を、著者は自からの体験とと

もに語っています。希望の「虹の僑」は

夢であってはならないのです。

〒162束京都新宿区心谷川町1-2電謡03(267)5422労働経済社
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